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 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。  



令和元年１1月１８日

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「タイトル」

ただいまより、平成25年度の7月1日から新たにスタートする「津市生活・介護支援サポーター事業」についてご説明させていただきます。
地域の方々の善意とご協力により、おひとりで生活されている高齢者の方を見守っていく事業になります。
孤独死や地域の中で孤立してしまうことを未然に防ぐことで、高齢者の方々に安心して暮らしていける津市を目指していきます。



津市と鎮江市は、１９８４（昭和５９）年６月１１日に友好都市を
提携し、今年３５周年を迎える

両市の友好都市関係締結３５
周年を記念し、鎮江市が一連
の記念事業を開催

鎮江市から届いた招へい状

鎮江市からの招へい

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「サポーター事業の位置づけ」

現在、津市における高齢者の見守り体制は、この図のようになっています。
地域包括支援センターをはじめとし、各協力機関と連携していますが、この中に「生活・介護支援サポーター」（以下サポーター）が新たに入るという形になります。

現在、津市ではおひとりで生活をされている高齢者（65歳以上）の方は約1万世帯います。
地域からの孤立を防ぎ、地域の連帯力を強化していきたいと考えています。

地域包括支援センターの養成講座を修了し、登録された
今年度までに市内で550名の方が養成講座を修了されています。




津市代表団・津市議会代表団 出席者・訪問日程

１１月２２日（金）

経済開発区の視察
江蘇大学 顔暁紅学長訪問 / 江蘇大学キャンパス視察

（津市代表団） （津市議会代表団）
江蘇大学日本語スピーチコンテスト

鎮江市 張葉飛市長訪問
鎮江市主催歓迎レセプション

鎮江市～津市

出席者
前葉 泰幸 市長
津市教育長 津市市民部長
津市政策財務部理事（土地開発公社）

津市市民交流課主幹 津市秘書課主幹

訪問日程

津市～鎮江市
中国共産党鎮江市委員会 恵建林書記長訪問

１１月２３日（土）

１１月２４日（日）

津市代表団 津市議会代表団

岡 幸男 議長
八太 正年 議員 伊藤 康雄 議員
村主 英明 議員 山路 小百合 議員
津市議会事務局次長



鎮江市主催 友好都市提携３５周年記念事業

「津市と鎮江市の交流促進に関する覚書署名式」

● 青少年の相互交流

◆ 津市からの「青少年友好訪中団」派遣事業を実施

友好都市提携３５周年事業として、令和２年３月に
「津市青少年友好訪中団派遣事業」を実施予定 主催：津市国際交流協会・共催：津市

● 経済発展のための協力
両市の地域産業の基盤、並びに産業競争力の強化を図るため、お互いが
持っている知見についての情報交換など相互協力を発展させる

※ 令和元年６月３日 鎮江市人民代表大会常務委員会訪日団 サイエンスシティ視察
※ 令和元年１１月２３日 津市代表団 鎮江新区（経済開発区）視察

青少年交流の
一層の促進◆ 鎮江市からの「江蘇大学友好訪日団」等の青少年

受け入れ事業も継続して実施
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鎮江市主催 友好都市提携３５周年記念事業

「江蘇大学日本語スピーチコンテスト」
江蘇大学との青少年交流の経緯

平成２２年から隔年で、次世代を担う青少年の国際意識の向上を
図ることを目的に、江蘇大学日本語専攻学科の学生を受け入れ、
三重大学での学生交流やホームステイによる生活体験、県内外の
視察などを実施

日頃の学習の成果を披露する場として、毎年江蘇大学が実施している
日本語スピーチコンテストを津市代表団の訪中に合わせて３５周年記念事業として開催

スピーチコンテスト授賞式の表彰プレゼンターとして津市長登壇予定

日本語スピーチコンテスト 今年度で９回目の実施
日本語学科の学生 １７５人 スピーチコンテスト発表学生 １２人

こうした経験は、日本への関心を更に高め、三重大学や
国内の大学への留学、日本の企業への就職につながっている
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市民団も訪中（記念事業に併せて参加）

第３２回津市
友好訪中市民団

１１月２１日（木）
～２５日（月）

主催：津市国際交流協会・共催：津市

津市国際交流協会が市民に募集を行い、２５名が
参加（全額自己負担）、随行者１名の計２６名で訪中

江蘇大学日本語スピーチコンテストに出席するほか、
鎮江三山、南京市、上海市を訪問し、中国の壮大な
自然や悠久の歴史、発展を続ける都市部の活況など
多様な魅力に触れ、中国に対する見聞と理解を深め
ます
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